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客体から主体へ
一ータト来語への意味構造分析的アプローチ一一

森 田 いずみ

キーワード・ モダン語， 辞書， 意味構造分析， 主体 ・ 客体

大正から 昭和にかけて、「モダン語Jと呼ばれた外来語が急増したことは、 辞書に登録

された語数からも裏付けられる。 量的な増加とともに、 意味分野において、 外来語の守

備範囲がどのように広がっていったか、 意味構造分析という手法を用いて考察する。

どのような意味分野に属する語が外来語として入り込むかは、時代的社会的な背景や、

それに伴う 「もの」の流入、 借用語としての性格などに大きく左右される。 が、 巨視的

に見るならば、外来語流入の中心は、<自然>や<生産物>という人聞にとっての客体に

関する語集から、く人間>や その<活動>という人間自身、主体に関する語集へと移行し

ていることが分かる。 ここに、 外来語増加のひとつの 様相が明らかになる。

分類された意味の世界に各単語を配当していくという分析方法は、 まだ十分に完成さ

れてはいないが、 ことばに対するアプローチのーっとして、 意味のある試みである。

O. はじめに一一本稿の目白子ー
注l

「モダン語J と呼ばれた外来語が日本語の中に入り込む過程において、 意味分野別 の構
注2 注3

成がどのように変化していくのか、 意味構造分析という手法を用 いて検討を加えるのが本

稿の主たる目的である。

モダン語流入の時代、 即ち大正か ら昭和にかけての語乗 (語の総体)を検討する資料とし

ては、 明治44年改訂初版発行のf辞林44年版j、 大正14年初版発行の 『広辞林』、 および
注4

昭和9年新訂初版発行の 『広辞林新訂版j を用 いる (以下「明治版/MJ・「大正版/TJ・「昭

和版/SJと略称する)。 ある時代の語棄を完壁に捉 えることは不可能である。 多くの語をま

とめ上げた辞書も、 ある時点の日本語の語業を見る上では、 一つの、 多分かなり偏ったフ

ィルターとしてしか機能しない。 しかし、 そこに登録された語を、 十分注意を払った上で、

資料として利用 することは、 その時代の語棄を見る上でかなり効率のよい方法であろう。

よってここでは、 モダン語と呼ばれた外来語流入の変化を検討する材料として、 『辞林j ・
注5

『広辞林jという一連の辞書を用 いた。 また、 検討の方法としては、 まず、 数量的な変化を

記述 した上で、 日本語の意味の世界における外来語の位置的変化を見るために、 意味構造

分析を試み た。
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(28 ) 客体 から主体へ

1. 外来語の増加

1-1. 見出し語総数の増加
注6

各 版に登録された外来語の総数、 およびその内訳は表 I に示すとおりである。 これを見

て分かるように、「明治版」のみ 、 「大正版」 のみ 、 および 「明治版」 と「大正版」の登録
注7

に終わった語は全部合わせても60 語と極めて少なく、-_ê.登録された外来語はそのまま継

続し て登録される傾向が強い。 かつ、 新たに登録される外来語の数は時代が下るにつれて

増加し 、「明治版J では1140 語の登録であったものが、「大正版」 では2477 語、「昭和版」

では5054 語とほぼ2倍強の勢いで増加し ている。

この糟加の原因は、 辞書自体の規模の拡大に

よるものとはいいがたい。 むし ろ、 日本語の中 表I 外来語見出し数と全語見出し数

における外来語の役割が拡大し たためであると

考えた方がよい。 各 版の見出し 語総数に対し て
1 M 

外来語の占める割合を表 I で見ると、「明治版J
T 

では1.35%であったものが、「大正版Jでは1.

97%、「昭和版jでは4.32%と着実に増大し てい

る。 特に「大正版」から「昭和版Jにかけては、

M→T 

本書は名は新訂版なれど も、 其寅全篇蓋く

検麗を新たにし たるものにし て、 牧むると

ころの語数無慮十高を超ゆるに至り、 語稗

の修整、 新語の増加、 語源の添加、 いづれ

も面目を一新せるものあり(後略) (í昭和版j

緒言)

という大増補を思わせる編者のことばとは裏腹
注B

に、見出し 語総数は8940 語も減少し ている。 に

外
来
語

全

至日五口

計*1

見
ーー ーーーー

子見

計*2

見
司 ー ー ー ー ー

子見

1140 2477 5054 

969 1921 3801 
ーーーーーーー. ーー---司・ーー --ーーー--ー

171 556 1253 

84355 125917 116977 

72774 89832 76341 
ーーー・ ー ・ ・ . ー ー ーー ー ・ ・ . ー ・・ ー ・----

11581 36085 40636 
もかかわらず、 外来語の数は増え、 その占める

割合は1.97%から4.32%へと急増する。4.32%

という数字は、 辞書全体から見ればわずかなも

のであるが、 外来語の側からすればこの躍進は

画期的なものと言える。

* 1/ * 2 (%) I 1. 35 I 1. 97 I 4.32 

M=明治版 Tニ大正版 s=昭和版

1-2. 子見出しの増加

辞書の編集方法に関する変化とし ては、 時代を追うごとに子見出し の数が増加すること

が挙げられる。「明治版j から「大正版」、「昭和版Jへと時代が下るにつれ、 子見出し の占

める割合は、 外来語では、15.0%→22.4%→24.8%と増加し 、 全体では、13.7%→28.0%

→34.7%と急増する。 これは各 々見出し とし て独立し ていた語を親見出し を立ててまと
注9

め、 徐々に体系化するという作業 が行われたためである。
注10

外来語で、 見出し から子見出し へと位置を代えているのは、 全部で147 語ある。 逆に、
注11

子見出し から独立し て普通の見出し になった語は特殊な2 例を除いてない。 特に「昭和版J
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( 29 ) 

に関し て見ると、

ニュース (親見出し) : �カメラ/�シート/�センス/�ソース/�ノてリュー/
~ペーパー/�ライター/�ルーム (以上子見出し)

といったように、 親見出し とそれに関する子見出し が、 新たにまとめて登録されるという

ことが、 し ばし ば行われている。 これは、 「昭和版jおよびそこから予想される昭和初期の

外来語の特徴と言える。 辞書全体が「親見出し 一子見出し j という関係で整理されていく

速度に較べれば、 外来語のそれはや や遅い。 し かし 、 語の相互関係に対する認識、 複数の

語から共通する形を取り出し そこにある意味を認めるという作業 は、 外来語においても着
注12

実に進められていたであろうと予想される。

以上のような点を踏まえて、 ここでは、 辞書に登録された外来語の数の変化から見ても、
注目

大正・昭和期から外来語が急婚し たという従来の見解を支持する結果が出たことを再確認

し ておく。 f辞林J • r広辞林jといった比較的大きな辞書に登録されるということが、 必ず

し も、 ある語の社会的認知を保証するものではない。 し かし 、 辞書というフィルターの網

の目に、 多くの外来語が引っかかったということは、 そこを通過し た語集に占める外来語

語棄の割合も高かったということになろう。 この点を抑えた上で、 論を進める。

2. 意味構造分析

どのような意味分野に属する語が外来語とし て入り込んで来たか、 そし て、 それは時間

的な経過とともにどのように変化し たか、 を見るために意味構造分析を行う。 田島銃堂氏

は、 意味構造分析について以下のように述べている。

語棄を形成する各 単語に『分類語実表J (国立国語 研究所1963 )または、 その前身の国立

国語研究所報告にある語象表の、 対応するとみ られる語の意味番号を与へ、 語集を意

味分野別 に分けてみ る方法である。 つまり、 意味分野別 の構成がどうなってゐるかを
住14

み る分析法である。

意味構造分析とは、 一つ一つの語の持つ意味やその変化を細かく分析するということでは
注目

なく、 ある語実に属する一語一語を「臨時的・個人的な差異を取り除いて得られるJ意義
注目

素の本来的特徴によって代表し 、 それを分類された意味の枠の中に一つ一つ落し ていき、

全体のバランスを見る作業 である、 と言えよう。 以下、 この分析方法を試み るにあたって

は、 子見出し を特に区別 せず、 登録されているか否かに重点を置き、 全部見出し 語という
注17

ことばで一括する。 また、 表記のゆれによって重複し ている語はひとつにまとめて考える。
注18

よって、 総数は5114 語から4960 語へ、 154 語の減少ということになる。
注19

f分類語集表j の意味については、 そのまえがきに、

ここに分類語集表というのは、 一般に一つの言語体系の中で、 その語集を構成する一

つ一つの単語が、 それぞれどのような意味で用 いられているかを一覧できるように、

単語が表し 得る意味の世界を分類し て、 その分類の各項にそれぞれの単語を配当し た

ものである。 すなわち、 その分類の各項には、 同義の単語が集められることになるの

で、 これを同義語類語集または同義語類語目録とよぶこともできょう。 (P 1) 
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(30 ) 客体から主体へ

とある。 そして、 その分類の大枠は、 以下のようである。

抽象的関係

人間活動の主体

人間活動一精神および行為

体の類 用 の類 相の類

(1.1) (2.1) (3.1) 

(1. 2) 

(1 .3) (2.3) (3.3) 

人間活動の生産物一結果および用 具 (1.4) 

自然一自然物および自然現象 (1.5) (2 .5) (3.5) 

その他

(4 . ) 

\ 注20
まず、 大分類として、 ほぽ品詞別 に近い4 類 (体・用. *目・その他 ) があり、 さらに各類が

人間との関係から5 部門に細分されている。 5 部門のうち、<抽象的関係>は 「人間や自然

のあり方のわく組み に関するものj であり、 他の4 部門は「人間活動に関するものJ であ

る。 各部門はさらに細かく分けられ、r(1.)の類545 項、 (2.)の類145 項、 (3.)の類85 項、

(4.)の類23 項」 となっており、 各項ごとに該当する語が配当されている。 また、「それぞ

れの仲 間、 特に(1.)(2.) (3.)のそれぞれの細分にあたっては、 なるべく平行するようにし、
注21

細分の番号をある程度一致させるように努めJ られている。 但し、 (4.)に関しては、 この

限りではない。

大略以上のような『分類語業表』に基づき、 先述 の4960 語に対してそれぞれ意味コード
注22

を与え、 適当な項の中に配当していった。

3. 分析結果

3-1. <体の類>に見る特徴的変化

意味分野というフィールド において、 外来語の守備範囲がどのように変化し広がってい

ったか、 全体を見渡すに先立ち、 まず、3-1 .および3-2. では、 各 類毎の分析結果をやや 細

かく検討していく (表II-1参照) 。

表II-1 意味分野別分布状況( 版別 )

(1.1) (1.2) (1 .3) (1.4) ( 1.5) (2. ) (3.) (4. ) 計

明治版
100 42 107 539 271 
9.3 3.9 10.0 

。 5 5 1069 
50.4 25.4 

大正版
165 193 409 1053 522 

13 8 2370 7 
7 .0 8.1 17.3 44 .4 22. 0 

昭和版
447 639 1281 1657 7 10 

20 4960 17 154 
9 .0 12.8 25.8 33.4 14.3 

下段は各版内に占める割合(%)。

注23
(1 .1) <抽象的関係>に属する語は、 数が少ない。 「大正版J• r昭和版Jでは最少である。

「明治版Jだけは(1. 2) <人間活動の主体>より多く、 ( 1.3 )<人間活動>とほぼ同じくらい
住24

となっている。 この理由は、 (1 .1960�3)<単位>に属する語が、 「明治版Jで集中的に登

録されていたことにある。 「明治版Jでは、く抽象的関係>の語全体の70%以上 (100語 中73
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( 31 ) 

語) が <単位>に属する語で占められており、 これは「明治版Jの大きな特徴となっている。

新しい度量衡とともに入って来た語は、「庖(キログラム) Jや 「糎 (センチメートル) Jとい

った漢字でも表された。 しかし、 馴染み の薄いこれらの漢字はあまり用 いられることはな
注25

く、 使用 の中心は音訳された語であったようだ。<単位>に属する語を除外して考えれば、

( 1.1)の語は 「昭和版J で急増している。「昭和版jでは、「コンスチチューション/コンス

トラクションj など(1. 132 ) <内容・ 組織>、「チェーンジ/フェード ・ アウトJなど(1.

1500 �7 ) <作用 >、「エポック/ゼネレーションjなど(1. 1623)<時代>に属する語を中心

に新しく登録されている。 これらの語は、 元来 「構成/構造」ゃ「変化/溶暗J、「時代/

世代J などと漢語訳されることが多かったであろう。 しかし、 大量に流れ込んでくる 「一

つ一つのことばについて迷い、 立ち止まっている余裕が乏しくなって」来る一方で、「長い

間の私たちの伝統で、 むずかしそうな漢字には、 よくは分からないが、 何か重要な意味が
注26

あるのだ、 と読者の側でもまた受け取」 るという感覚も薄れてきたため、 漢訳語をあまり

使用 しなくなった例と言えよう。 いや、 それ以上に、 漢語よりも外来語の方に高級感や 新

鮮さを感じ、 積極的に受け入れていった、 あるいは、 音訳し直した例と考える方が妥当で

あるかも知れない。

(1.2) <人間活動の主体>に属する語は、「明治版jでは42 語と極めて少ないが、 時代が

下るにつれて加速度的に増加している。 特に、 (1.234) <人物>は、「大正版Jから登場し、

「昭和版j では「スポーツマン/ニヒリスト/フラツノ\'-J など、 実に92 語が増えている。

また、「昭和版」 では「アナウンサー/ジャーナリスト/ピエロ」 など(1.241) <専門的技

術的職業 >の語を中心に、 (1. 240 �5)<成員・ 職>に属する語が131 語も追加登録され、

急速に勢力を伸ばしている。 単に、 生活の場や道具だけでなく、 そこで生活する人々自体

が変化しつつあったことの現れであろう。 一方、 ( 1. 2 1) <家族>および(1.22)<相手・ 仲

間>に属する語は、「明治版Jにはなく、「大正版」より現れ始め、「昭和版jで増えたもの

である。「フレンド/メー卜/ラパーJ (以上「大正版」 より登録) や「ファミリー/ファーザ

ー/マザー/ノf ートナー/ライノ幻レJ (以上「昭和版」 で登録) といったこれらの語は、 いず

れも既存の語で置き換え可能なものであり、 こうした語が増えたところに 「昭和版」 の特

徴があると言えよう。 つまり、 語種による語感の違いが意識され、 意味のずれを包含しな
注27

がら既存の語と使い分けられるようになっていたのである。

(1.3 ) <人間活動一精神および行為>に属する語に関しでも、 (1.2)同様、「明治版」より

も「大正版j、 それ以上に「昭和版」の語数が多い。 つまり、 時間とともに、 語数の増加は

加速していくという顕著な傾向が見られる。 最も勢力が強いのは、(1.300 �9)<心・知識>

に属する語である。 どの版においても、最多の登録語数を誇っている。 中でも、(1.3080)< 

原理・ 規則・ 主義>に属する語が多く、 特に、「明治版」 では、 ( 1.3047 ) <宗教>に属する

語を加えると、<心・知識>に属する語の80%近くを両者で占めている。「プラグマチズム」

や「ユニテリアンj といったネーミングされた思想から、 まず流入したことを示している。

これに対し、「昭和版」 で追加登録された<心・知識>に属する語は、 各項目に散らばる傾

向を示し、「エスプリ/デザイア/イグノランスJといった精神自体や その動き・状態を表
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( 32 ) 客体から主体へ

す語への広がりを見せている。 他には、 (1. 310�6)<言動>と(1. 330�9)<文化 ・歴史・

風俗>も、 「昭和版」 で多くの語が追加登録された。特に、 (1. 3374)<スポーツ>は、 「サ

ッカー/ノf レー・ボール」 等の競技 名に加えて、 「サーブ/スクラム/スライジング」等の

技術名も含めて、 110 語もの語が「昭和版Jで新たに登録され、 競技 スポーツの隆盛という
注28

世相を反映する結果となっている。<言動>に属する語の中にも 「コール・サイン/ニュー

ス/ジャーナル」といったいわゆるマスコミ関係の語が目だっており、 時代的な変化がこ
注29

とばに影響 を及ぼした顕著な例と言えよう。

(1. 4) <生産物および用 具>に属する語は、 各 版を通じて最も多い。しかし、 増加の速度

は約2倍ずっと一定しており、 1-1. で見た外来語全体の増加速度にほぼ平行する。 (1.2)

<人間活動の主体>や(1. 3) <人間活動>のような勢いはない。 (1. 4 ) の中で特に大きな割
注30

合を占めている(1. 436)<薬剤・薬品>に属する語は、 「明治版」と「大正版jで全体の90%

以上 (147語 中 134語) が登録し終わっており、 早い時期からの流入を推測させる。 また、

科学技術の発達にともなう 「もの」 の流入が、 外来語の流入に直接反映した例のもう一つ
注31

としては、 乗り物関係の語が挙げられる。「明治版Jでは、 海上・陸上合わせてわずか9 語

の登録であったものが、 「大正版」 では、 「シップ/ランチ/モーター・ポートJ等(1. 466)

<乗物 (海上 ) >に属する語を中心に29 語追加登録され、 その後、 「昭和版Jでは、 「タキシ

ー/エキスプレツス・ トレーン/モーター・ カ-J等(1. 465)<乗物(陸上 ) >の語を中心に

58 語が加わった。 また、 「昭和版Jでは新たに「グライタ。ー/ヘリコプター/ロケットJ等

(1.467) <乗物(空中・宇宙)>に属する語が15 語も登録されており、 海上という交易の際の

基本的な交通手段から、 より日常的な陸上交通へ、 さらには、 空へという新しい交通技術

の流入が見てとれる。このように(1.4)に属する語は、 ものに伴って流入する語の典型と言

える。 具体的な指示物とともに語が入ってくるというのは、 外来語流入の第ーであり、 ま

た、 新技術等とともに入ってくる語は後を絶たない。 しかし、 ものの流入には自ずから限

度があり、 一定のペースというものもあろう。これらが、 (1.4)全体の増加をコンスタント

に保っているとも言える。

(1.5) <自然物および自然現象>に属する語は、 増加の幅が最も小さい。特に、 (1.5)中

40%近くを占める(1.5110) <化学成分>と(1.5111)<鉱物>に属する語は、 「明治版Jを中

心に登録され、 ほぽ「大正版」まででその受け入れは終わっている。「昭和版J で初めて登

録された語は、 228 語中24 語だけである。 また、 それらに次ぐ(1.552)<植物名> ・ (1.

561) <獣(ほにゅう類 ) >・(1.586)<四百四病>に属する語は、 「大正版Jに登録の中心があ

り、 「昭和版Jで新たに登録された語は少数である。 そして、 こうしたことが(1.5)全体の

伸びの悪さの原因となっている。<生産物および用 具>のように新しい指示物が誕生する

可能性の小さい <自然物および自然現象>にあっては、 初期の段階で一通りの語が流入し

終わってしまったのである。逆に、 数量的には少ないが、 「昭和版Jを中心に登録された語

としては、 「ホワイト/スカーレツトJといった(1.502) <色>や 「エコー/サイレントJ

といった(1.503 ) <音>に関する語が挙げられる。 また、 「昭和版」では、 「明治版Jおよび

「大正版jで全く登録されていなかった「ウェイスト/プレスト/ノ、ンド /フィンガー/ツ
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ースJといった(1.572)<胴・ 胸 ・ 背・腹> ・(1.573) <手足 ・指> ・(1.576)<骨・歯・ つ

め ・申>の語が、 わずかながら初めて登録されている。 これらは、 既にその事 物を表す語
法32

がある状態へ外来語が入り込んできた例と言えよう。 こうした語の中には、

サイレン卜:1. 静かなること。無言なること。 2 .<(Silentpictureの略〉無声映画。

プレスト:1. 胸。 2. íプレスト ・ ストロークJ。

のように、限定された意味で使用 されることのある語が含まれており、 ここに、 「サイレン

ト」と「静かなること」、「プレスト」 と 「胸j の、 語種の違いに留まらない意味的な相違

が見出せるのである。 また、 こうした語釈は、 専門的な語として入ったものが、 より一般
注33

的な本来の意味を担って使用 され始めたことを暗示している場合が多い。

3-2. <用の類><相の類>の増加

『辞林.1 . r広辞林j において、 外来語は原則として名詞として登録されており、「る」を

付けて動詞化したものだけが動詞として登録されている。 サ変動詞は名調と区別されてい
注34

ない。 よって、<用 の類>に属する語の中心は、 こうした五段活用 化された語である。 時間

的な流れに沿って見ると、「明治版」では、 動調として登録されているものは 1 語もなかっ

たが、「大正版」では 「コスメる/サボる/ジゴマる/ノ、ィカる」 の4 語が見出せ、「昭和

版」では 「アジる/ジャズる/タクる/タゴる/テロる/ニヒる/ノTンプる/ヒスる/モ

ダる/ノラる」の 10 語が新たに登録されている。 そのほとんどが、(.3)<人間活動>に属

する。 合計しでも 14 語と、僅かな数ではあるが、 時代が下るにつれて、 五段動詞化して使

用 される外来語の数は増えている。 現在でも、「最も一般的な動詞化の操作は「する」を付
注35

加することであるJ点を考慮すると、 実際にはさらに多くの外来語が動詞化して用 いられ

ていたものと推測される。 名調として取り入れられるのが外来語の基本であるとすれば、

動詞として用 いられる語の増加は、 外来語の市民権が強化されたことを示すものとして捉

えられよう。

<相の類>には、「ロマンチック(["明治版j以降 )/デリケート (["大正版」 以降 )/インポ
注36

ツシプル(["昭和版J )J等の語が含まれる。「昭和版jで急増しているが、 特に多いのは、「エ

レガント/スマー卜J など(3.33)<風俗>に属する語である。 次いで、「ニュー/モダンJ

など(3.166 1)<新しい・古い>に属する語、「アレグレット/スロー」など(3.194)<速い・

遅い>に属する語が多くなっており、 全体としては、<抽象的関係>に属する語が最も多

い。<相の類>の増加は、物や事 物を表す語としてだけでなく、ある状態を表現する語とし

て外来語が機能しはじめた結果と受け取れるであろう。

なお、くその他>に属する語は全部で20 例あった。その全てが、(4.32)<呼びかけ応答>

か、(4. 33)くあいさつその他>に属しており、(4.1) <接続>や(4.31)<間投および表現

態度>に属するものはなかった。

以上、 各 類毎の特徴をやや詳しく見てきた。 こうした特徴が現れる原因としては、 主に、

時代的社会的な背景と借用 語としての外来語自身の問題とが考えられる。 一つ一つの語や

項目ごとの構成について、 まだ言い足りない点が多々あり、 本来はもう少し詳細に論述 す

べきであろう。 が、 それらの論証は今後の課題とし、 次に、 意味分野を大きくまとめ、 部
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門別 の変化を見ることにする。

3-3. 部門別の語の変化

部門別 の変化を見るにあたっては、まず、品調に基づく分類の枠を取り外すという作業
注37

をした後、語の消長 (いつ登録された か) 別 にどの部門に何語含まれているかを集計した。

表II-2 である。 つまり、どの時点、で、どの意味分野に属する語が、ど れだけ入り込んでき

たかを示している。

表II-2 意味分野分布状況( 消長別)

( .1) ( .2) (. 3) ( .4) ( . 5) 計

M 2 。 l 8 9 20 

T 。 1 1 5 1 8 

M→T 。 2 。 4 l 7 

98 40 116 527 261 1042 
M→T→S ー・・・・ーー---ーー ーーーーーー -ー・ーーー ーーーー・. ーー，ーーー

9 .4 3.8 11.1 50.6 25 .1 100% 

73 150 313 517 260 1313 
T→S ------ ー・ ・ ・ ・ ー ー ・---- ー・- ---ーー・・・ー - ー ー ー ー ー

5.6 11. 4 23.8 39. 4 19.8 100% 

360 449 946 613 202 2570 
S一一 ----_..- ーー・ ・ーーーー司

14. 0 17.5 36.8 23.8 7.9 100% 

5 33 642 1377 1674 734 4960 
計 ー，ーー，ー ーーーーーー ーーーーーー ーーーーーー

10.7 12.9 27 .8 33.8 14.8 100% 

M→T→S、 M→S、 5、 計の下段はパーセンテージ。 各々、 積方

向に合計すると100%になる。

表II-2 のうち、rM→T→

S (1明治版J から「昭和版」まで継

続して登録されている語)Jでは、

(.4) <人間活動の生産物>に属

する語が50.6%と半数以上を

占め、次ぐ(.5)<自然>の語を

合 わせる と、全 体 の 4 分 の 3

が <人間活動の生産物>と<自

然>で占められていることにな

る。 かなり、偏った分布である。

そ れ に 次い で(. 1)<抽象 的 関

係 >と(. 3)< 人 間 活 動> が

10%前後を占めている。 ( .1)の

ほとん どはく単位>に属する語

である。 また、(.2)<人間活動

の主体>に属する語がrM→T

→SJに占める割合は極めて少

ない。

rT→S (1大正版Jで登録され「昭和版jで継続して登録されている語)Jでも、(. 4)<人間

活動の生産物>に属する語が一番多い。 しかし、全体に占める割合は減少している。 (.5)

<自然>も(. 4)と同様に減少し、逆に、( .3)<人間活動>と(.2)<人間活動の主体>が勢

力をのばしている。 (. 1)<抽象的関係>は減少しているが、これには <単位>の語の影響

がある。 それらを除いて考えると、(.1)<抽象的関係>の語は増加傾向にあると言える。

全体として見ると、rM→T→SJ に較べると、rT→SJ では、 部門による偏りは均され

て来ている。

rs (1昭和版Jで初めて登録された語)J では、部門による偏りはさらに小さくなる。 rSJ

全体に占める割合が最も高いのは(. 3)<人間活動>の 36.8%、最も低いのは( .5)<自然>

の 7.9%である。 (. 3)<人間活動>と( .2)<人間活動の主体>は勢力を伸ばし続げており、

(. 1) <抽象的関係>も全体数は少ないが急成長していると言えよう。 部門別 に見ると、そ

れぞれの版で新たに登録された語の数は、時代が下るにつれて平均化されて来ていると言

える。
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一度でも見出し語として登録された語全部の合計数 (表II -2・計 ) を見ると、 や はり、

(. 4) <人間活動の生産物>が 33.8%と最も多く、 次いで(. 3)<人間活動>、 (.5)<自然>、

(.2) <人間活動の主体>、 (. 1)<抽象的関係>となっている。順 位という点では、 IT→SJ

の場合と一致する。 この順 番が、 対象とした時期全体を通じての外来語流入の平均的様相

と言えるかも知れない。

登録の中心を部門別 に見ると、 (.1)<抽象的関係> ・ (.2)<人間活動の主体> ・ (. 3)< 

人間活動>は、 「昭和版J で全体の 3 分の2 以上が初めて登録されており、 「昭和版j で急

速に勢力を伸ばしている。 (. 4)<人間活動の生産物>は、 ほぽ均等した数が登録され続け

ており、 (.5)<自然>は減少傾向にある。

なお、 1M (í明治版」のみで登録されている語)J・1M→T (í明治版J、 「大正版jと登録され

「昭和版」では抹消されている語)J・IT (í大正版」のみで登録されている語)J それぞれに関し

ては、 合計数が小さすぎるため、 ここではあまりふれられない。三者とも、 (. 4)<人間活

動の生産物>と(.5)<自然>を中心に分布していることだけを付け加えておく。

以上の変化を見やすくするために、 1M→T→SJ・ íT→SJ・ íSJにおける各部門の占

める割合を大きさ11慣に並べた。以下のとおりである。

1 割合{大}

2 

3 

1M→T→SJ íT→SJ íSJ 

(.4) ーーーーーーーー(.4) ， -<. 3) 

(.5>--- ....( . 3) 9" ‘( . 4) 

(. 3) ' ‘(.5) ， _(.2) 

4 ↓ (. 1) " A(' 2) ' '" _，( . 1) 

5 割合{小} (.2) "" '(.1) "" 、(.5)

(. 3) <人間活動>と(.2)<人間活動の主体>は、 時代が下るとともに一つずつ順 位を上げ

ている。 つまり、 増加の勢いが増している。逆に、 (.5)<自然>は、 徐々に順 位を落とし

ている。 つまり、 増加の勢いが鈍っている。 また、 常に一番登録の割合が高かった(. 4) 

く人間活動の生産物>も、 íSJでは、 (. 3)<人間活動>に抜かれ第2 位に転落している。

(. 1) <抽象的関係>は、 しばしば触れたように単位に関する語の関係で、 íT→SJで-.ê.

順 位を落としているが、 íSJでは再び上昇している。 順 位としては上下した形だが、 語数

では íSJは íM→S→TJの 3.5倍となっており、 かなり増えている。

以上、 大きくまとめると、 〈人間〉とく人間の活動〉は勢力を伸ばし、 〈自然〉と〈生

産物〉の勢いは鈍っている、 そして、 それらの線は交差しており、 その関係を規定する〈わ
注38

く組〉も基本的に勢力を伸ばしている、 ということが言える。
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4. おわりに一一客体から主体へ一一

外来語が日本語の中での位置を確立していく過程を見る観点として、 数量そのものや用

法 ・品調等いろいろなことが考えられる。 本稿で取り上げた意味構造分析も、 意味分野別

の構造という一つの観点に基づく方法である。 その際基準とした 『分類語集表j中で、 執
注39

筆担当者自らが 「独創ではあるが独断的であり、 またいまだに完全なものではない」 と述
注40

べているように、「単語が表し得る意味の世界を分類する」ということ自体が難しい問題で

あるために起こってくる矛盾や問題点、 その他批判も多々あろう。 しかし、 それらを差し

号|いても、 意味構造分析には、 ことばに対するアプローチの方法としての価値を見出すこ

とができる。

ここで扱った資料から見る限り、 大正・昭和期、 特に昭和初期は 「モダン語の時代J、 外

来語が急増した時期である。 増え始めた外来語はどのように勢力を拡大していったのか、

意味構造分析というフィルターにかけると、 そこにひとつの外来語増加の様相が浮かび上

がって来る。 それは、 〈客体から主体へ〉の進出である。 量的に膨れ上がるとともに、 外

来語は、 人間の働きかけるべき客体としての <自然>から、 働きかけの主体 <人間活動の

主体>へ、 人間によって造りだされる <人間活動の生産物>から、 造り出すという行動そ

のもの <人間活動>へと、 その守備範囲を急速に鉱大していった。 人聞にとって客体であ

るものに関する語乗から、 人間自身に関する語実へ、 まさに、 〈客体から主体へ〉と浸み

込むように膨らんでいったのである。

注 l 荒川惣兵衛氏『外来語学序説j 自家版 (名著普及会) 1932 

現代特に最近代は、実に外来語氾濫時代とも申すべきであって、新たに生まれる新日本語、

即ち所謂「モダン語」の数は殆ど座倒的であり、 日々の新聞、 月々の難(ママ) 誌には、 日

に月に新 「モダン語Jを設見する。 (P 72) 

注2 国語学会編『国語学大辞典』東京堂出版 1980

ある同 ーの意味関係に基づいてまとめられる一群の語の集合は「意味分野j を構成すると

いう。 意味分野の構造には幾つかの裂が見られる。 (P123 国広哲弥氏担当)

本稿は、 それぞれの意味分野における構造の変化を見るのではなく、 意味の世界を構成してい

る分野(具体的には『分類語集表jの部門や細分項目に当たる。) 別の構造が、 どのように変化

していくか、 その相互関係を見ることを主たる目的とする。

注3 田島敏堂氏 「語業指標 語業の数量的側面と語集研究への視点 J (f日本語研究と日本語教育j

名古屋大学出版会) 1992 

阪倉篤義氏「万葉語集の構造一一(そのー)名詞について一一J (f万葉J 3 4  1965) によって始

められ、 浅見徹氏「古代の語集日J( f講座国語史3 語集史 J 1971 ) によって継承された語

集分析法を 「意味構造分析」 と称しておく。 (注 4)

これに従い、 本稿でも「意味構造分析Jという名称を用いることにする。

注 4 具体的には、 明治 44年発行の『辞林 44年版j第26 版 (犬飼守薫氏所蔵)、 昭和 8年発行の

『広辞林j第115 版、 昭和 9年発行の『広辞林新訂版j第160 版を用いる。『辞林j の初版は明

治 40年に発行されており、 版数は初版より継続して数えられているため、第26 版は改訂初版

に当たる。『広辞林jについても、 版の数え方は同様である。 当時の『辞林J • f広辞林』の「版J

は現在の「刷」に近く、 版が変わったからと言って、 内容が大幅に変更されると言うことはな
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い。 内容的には、 改訂や新訂という作業の前後で大きく異なってくると見てよく、 よって、 特

に初版本には拘らなかった。 なお、『辞林 44年版jという名称は、 緒言の中で編者自らが用い

ているのに基づいた。

注5 拙稿rr東京朝日新聞 昭和7年版jに見る外来語の使用状況についてJ(r名古屋大学国語国文

学 J 70) 1992 

外来語研究会編の『季刊外来語研究jの記事と比較することによって、 このこと (引用者

注:r昭和版J において、 どの時点、でポピュラリティーを得た語が新語として登録されてい

るかということ) が予想出来る。 (中略) 新 『広辞林J (引用者注: r 昭和版J) に新しく登

録された語、「オン・パレードJrパス (車)JrオーライJ rストップJrママ」 などについ

て、 昭和7年前後から一般に普及したとする記述が同 誌の他の部分に見られる。 (注15)

他の版については、確証を得ていないが、 新語が登録されるまでのタイム・スパンは、 ほぽ「 昭

和版」に近かったろうと考えられる。 なお、『広辞林 』の編纂意図については、 拙稿の注16 を

参照されたい。 また、 その真意に関しては、 鈴木広光氏の「日本語系統論・方言周圏論・オリ

エンタリズムJ(r現代思想J 7 月号 1993 ) が示唆的である。

注6 本稿では調査上の都合から、資料中カタカナ書きされたもので主に西洋語起源のもの、 およ

ぴ、 そうした部分を含むものを外来語として取り上げることにする。

注7 r明治版jのみ登録の語は「琵硝駿ナトリウム/アセ卜・アミード/アルキル基」など 23 語、

「大正版j のみ登録の語は「イン ド肩掛け/エピスコパル・チャーチ/シルケット綿布Jなど23

語、「明治版Jおよび「大正版J 登録の語は「アメリカ後家/空気ポンプ/半マルテルJ など 14

語である。「明治版Jのみの登録に終わった語には、 化学関係の語が多い。 薬品名等のほとんど

は継続して登録されていくので一概には言えないが、高度の専門性や、出自の異なる言い方が

主流となったため抹消された語と考えられる。

注8 減少の主な原因は既登録語の整理にあると思われる。「明治版J では 「焚語・アイヌ語・琉球

語・朝鮮語及漢字の唐宋音 に属するものは片仮名を以て記J (凡例 )されているが、 こうした語

は全部で 1265諾ある。 これらについてだけ見ても、 「 昭和版jでは「悪僧/禅法jなど 45 語が

抹消されている。

注9 具体例としては、「明治版jで各々独立していた「瓦窯/瓦師/瓦煎餅/瓦樋/瓦葺/瓦松/

瓦屋/瓦屋根Jが、「大正版J では「瓦」の元に集められたり、 「大正版Jで独立していた「狛

犬/狛剣」 が、 「昭和版」 では 「狛J の子見出しになったり、 ということが挙げられる。

注10 内訳は、 「明治版」・「大正版」で見出しとして登録され「昭和版Jで子見出しになった語 35

語、 「明治版Jで見出しとして登録され「大正版」以降子見出しになった語 60 語、「大正版j で

見出しとして登録され「昭和版Jで子見出しになった語 52 語である。

注目 この2例とは、「菓子パンj と 「消火用蒸気ポンプ」 である。 これらは「大正版」のみで普

通の見出しとして登録されており、「明治版・昭和版jでは子見出しである。 また、 「明治版」

では見出しとして登録されていたが、「大正版Jでは抹消され、 「 昭和版Jで再び子見出しとし

て登録された語に 「アウト・カーブ」 がある。 これは、 編纂意図によるものというよりは、 何

等かの手違いによるものとして考えた方がよいであろう。

注12 この時期、英語教育の普及との関係もあって、外来語の意味と形の関係は、 簡単には論じら

れない。 例えば、「ニュース・ライターjという語が、 全体 で一語として使用され始めた後、 他

の語との類推から「ニュース」と「ライターJ それぞれが独立して意味を担っていったのか、

あるいは、 その逆であったのかは難しい問題である。 この点に関しては、 今後研究を進め、 外

来語における単語ファミリーの形成の問題として、 和製英語や漢訳語との関わり等も含めて、

稿を改めて論じたいと思っている。 が、 いずれにせよ、 複数の語の形から意味を類推し、 ある
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(38 ) 客体から主体へ

部分を独立させて使用するということは、 多かれ少なかれ起こっていたであろう。

注目 石綿敏雄氏 「近代語としての外来語J n日本語学J 6-4) 1987 

(前略)外来語は近世初期から日本語にはいりはじめたものの、江戸時代には それほどの ぴ

ず、 明治中期以後やや力を得、 大正 ・ 昭和期から急増した (後略)

他にも同様の見解が諸氏によって出されている。

注14 注3 参照。

注目 注2 参照。

注目 意味徳造分析の際、 一語一義にすべきかについては、 意見の分かれるところである。

注17 どの程度のものを表記のゆれと見なすかについては、 基本的に、 特殊拍に関するもの・r(ま

たは1)に関するもの・母音(ex.aと0)に関するもの・単数形と複数形に関するものに限る。 例

としては、

テップ ・ テープ→テープ / ドル・ ダラ・ ドルラル→ドルラル

などが挙げられる。 同じ原語から来ているものでも

ダイアグラム・図表。 図式。 図解。 / ダイヤグラム:予定表。

などのように、 解説にずれの見られるものは別語として扱う。

注18 表Iの上半分 参照。

23(M) + 23(T) + 14(M→T) + 1103(M→T→S) + 1338(T→S) + 2613(S) =5 114 

注目 国立国語研究所『国立国語研究所資料集 6 分類語集表J (林大氏担当) 1964 

注20 この4類を第ーに立てたことについては、 以下のように述べられている。

品詞論的分類をまず第一に行なうことをしないで、 〈美〉と〈美しい>. <動き〉と〈動

く〉を それぞれ一つの項目の中に合わせるやりかたも，十分考えられることではあるが，

実際上は図難 であった。 (r分類語業表』まえがき)

注21 以上rJ 内の引用文は、 注目 P4�5 参照。

注22 田島銃堂氏「語業論的語の単位試論 意味単位と分類単位一一J (r日本語論究 2 古典日本語と

辞書』和泉書院) 1992 

本稿では、 独立単位としてく分類単位>を設定し、 意味構造分析の単位としてく意味単

位>を下位の単位として設定しようとするものである。<分類単位>が一般にいふ広義の

複合語をも含めた単語に相当する。(中略)そして、 そのく分類単位>のなかを、 いはゆる

形態素にほぼあたるやうな語構成要素に分割して、 それを それぞれ<意味単位>として、

意味コードを与へょうとするものである。

意味構造分析の際の単位として氏はく意味単位>を設定しているが、本稿では、辞書の見出し

語を それぞれー単位とした。 意味コー ドを付ける際の基準は以下のとおりである。

① 複数の版に共 通している見出し語の語釈は、 より古い版に従う。

②原則として、 解説で用いられた和語・漢語等に基づいて意味コー ドを決定する。 適当な語が

ない場合は その都度検討し、 適宜意味コードを決定する。

③ 複数の語釈がある場合は番号の若いものから、 また、 番号のない場合は前のものから順次取

り上げる。 場合によっては、 多少の調整を行う。

④同じ外来語が『分類語集表jの中に見いだせる場合でも、 辞書の語釈と『分類語業表j中の

意味が異なると判断される場合は、 辞書の語釈に基づく。

注23 以下、<> 内には、 便宜上、 各項目中の代表的な項目、 もしくは最初の項目を挙げる。

注24 語集調査の際、必ずと言ってよいほど上位に現れるのが単位に関係する語である。数字や固

有名詞とともに、語集について考える場合に注意を要するもののひとつとして挙げられよう。

注25 昭和 7年の東京朝日新聞の記事中でよく用いられていたのは、「米(メートル。)J ゃ「屯(ト
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( 39 ) 

ン。 本来は噸。)Jといった簡単な漢字で表せるものであった。

注26 以上 iJ 内は柳父章氏『翻訳語成立事情J (岩波新書 189) 1982 の P 42 および P 36。

注27 注5 拙稿 参照。

注28 注5 拙稿 参照。 また、 米川明彦氏は 「近代における外来語とスポーツーーその定着過程一一j

(r論集日本語研究(二) 歴史編j明治書院) 1986 でスポーツ用語に関して述べている。 ラジオ・

新聞等を 通じて大量に流されるスポーツ用語は、 やがて、 それを使った慣用的表現(iスクラム

を組むJ・「スタートを切る」等) を生み出していく。

注29 注5 拙稿 参照。

注30 (1.436) <薬剤・ 薬品>と、 後で述べる(1.5110)<化学成分> ・(1.5111)<鉱物>は、 区別

しにくく、 判断に迷う語も多 かった。 が、 3 項目とも、 「明治版jを中心に「大正版jまでに、

ほぽ語の登録が終わっている点で共 通している。

注31 内訳は、<乗物(陸上)>が「ア プト式鉄道/トラックJなど 4 語、<乗物(海上)>が「ボー

ト/ヨットjなど 5 語である。

注32 注5t出稿 参照。

注33 版により語釈が変化する語があり、 それから「専門的な語→一般的な語」という変化が推測

される。 例えば、 「大正版」 で登録された 「アウト」 という語は、 当初 テニス・野球・クリケッ

トの用語としての説明のみであったが、「昭和版J では「 そと。 外方。jという本来的・一般的

な意味が語釈の第一番目に加えられている。 また、 やや観点は異なるが、 佐藤亨氏はiiシャボ

ン」から「セッケンJ(石鹸)へJ(r近代語象の歴史的研究I桜楓社) 1980 で、 「セッケンjと

いう学術用語が一般化する過程について述べている。

注34 動詞の他に、 「大正版」から登録された慣用的表現の 「メートルを揚げる/モーションをか

ける/ミイラ取りがミイラになるj の 3 見出しもここに分類した。 よって、 表II -1 の 「大正

版」 の(2.)は、 動詞 4、 慣用的表現 3 で合計7語となっている。

注35 国立国語研究所『日本語教育指導参 考書 16 外来語の形成と その教育J 1990 P 6 

注36 名詞と区別がつきにくいが、 基本的に、 解説にi�的。jあるいは i�な。Jなどとあるもの

をここに分類した。

注37 外来語はほぼ<体の類>に属するが、 3-2 で見たようにく用・相の類>の語も若干ある。 こ

れらの語を切り捨てることも可能であるが、 幸い『分類語業表』の各細分はなるべく平行する

ように作られている。よって、く類>に関する部分を捨象することによって、く用の類>と<相

の類>の語を取り込むことにした。 その際、 多少のずれが見られるような箇所は その都度訂正

した。また、く その他>の類は、 細分項目の番号が平行していないが、 それぞれの語の解説に基

づき、 適当と恩われるところに当てはめた。

注38 -<わく組〉つまり<抽象的関係>を示す外来語を考える上では、 漢訳語の存在が重要なポ

イントとなってくる。 この点に関しては、 今後研究を進め、 注12 の単語ファミリーや和製英

語 ・ 語種の問題同様、 稿を改めて述べたいと思う。

注39 注19 P 40 

注40 注19 P 1。

名古屋大学大学院生一一ー

(平成 5年 6 月29日 受理)
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